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中国への輸出管理 
（企業の立場から） 

          2006年 9月 9日 
          島津製作所 米満啓 
 
１）軍民境界線の曖昧さ 
 ①兵器製造関連企業は多いか？ 
  間接的関与含めれば多いと思われる（但し万国共通の現象かも？） 
 ②軍傘下企業は？ 
  民生品中心の企業も多い。「軍傘下、即危険」とは言い切れない 
 ③一見普通の企業が、調達・諜報に関与？ 
  情報入手のため、特殊品調達のための「特別な努力」は十分ありうる 
  汎用品調達については「？」･･･市中に国産品・欧米品あり 
 ④それでも「知らずに問題企業に納入」のリスク無視できず 
 
２）欧米企業との競争 
 ①軍関係への欧米企業の進出は？ 
  一台毎の商談から、技術提携まで 
 ②審査のカギはユーザー情報の入手 
  「欧米企業はしつこく質問しない」と言われる 
  （欧米は政府が情報持っているから「根掘り葉掘り」が不要なのか？） 
 
３）国際協力の重要性（個人的希望まじえて） 
 ①日本だけ止めても実効は上がらない 
 ②欧米企業の納入先が 
真に問題あるユーザーなら･･･欧米からの納入を阻止 

  実は安全なユーザーなら･･･日本企業も自粛（萎縮）は無用 
 ③民間企業の情報力には限界 
  商談時に入る断片情報だけで、深みに欠ける 
利害当事者ゆえ、客観性を疑われると苦しい 
④ユーザー情報の交換にも政府間協力が実現したなら 
（貰うばかりでは済まないから、我が国も自前の調査能力が問われるが） 

  
以上 
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英 TEREXとあるが 

所在地はコネチカット 
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北方重汽がイランへ輸出開始したときの式典写真           パキスタンへ輸出開始したときの式典写真 
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国産カールフィッシャー水分計 
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(核工業部北京化工冶金研究院サイト抜粋) 

英国 VG社の誘導結合プラズマ質量計で 
受託分析を行うことが記載されている 

 


